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任
期
満
了
に
伴
う
『
安
曇
野
市

長
選
挙
』
お
よ
び
『
安
曇
野

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
定

数
25
人
）』
は
同
時
選
挙
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
。
選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に

参
加
す
る
最
も
重
要
で
基
本
的
な
機
会

で
す
。
投
票
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
次

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
告
示　

9
月
29
日
（
日
）

●
投
開
票
日　

10
月
6
日
（
日
）

●
期
日
前
投
票

▽
期
間　

9
月
30
日
（
月
）
～
10
月
5

日
（
土
）

▽
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

▽
場
所　

各
総
合
支
所
な
ど

●
立
候
補
届
出

（
市
長
・
市
議
と
も
同
じ
）

▽
日
時　

9
月
29
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

▽
場
所　

県
安
曇
野
庁
舎
4
階
４
０
１

会
議
室

▽
立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会　
　
　

日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
の
寄

附
行
為
禁
止
の
ル
ー
ル

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に
な
ろ

う
と
す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る
者
）

が
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
政
治
家
本
人
が
自

ら
出
席
す
る
結
婚
披
露
宴
に
お
け
る
祝

儀
や
、葬
式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典（
花

輪
、
供
花
は
で
き
ま
せ
ん
）
な
ど
、
通

常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超
え
な
い
も

の
で
あ
れ
ば
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

寄
附
禁
止
の
対
象　

▽
病
気
見
舞
い
▽

葬
式
の
花
輪
、
供
花
▽
お
中
元
や
お

歳
暮
▽
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
入
れ

▽
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
祝
儀
や
花

輪
▽
地
域
の
集
会
や
旅
行
な
ど
の
催

物
へ
の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
入
れ
▽

入
学
祝
、
卒
業
祝
▽
秘
書
な
ど
が
代

理
で
出
席
す
る
場
合
の
結
婚
祝
▽
秘

書
な
ど
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の

葬
式
の
香
典

10/6㈰
安
曇
野
の
未
来
に
あ
な
た
の
声
を

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

市
議
会
議
員
は
、
市
民
の
代
表
と
し

て
４
年
ご
と
の
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ

ま
す
。

24
年
12
月
定
例
会
で
「
市
議
会
議
員

定
数
条
例
」
が
可
決
さ
れ
、
今
回
の
選

挙
か
ら
定
数
が
25
人
に
な
り
ま
す
。

問
安
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
71
・
２
０
０
０
㈹ 

72
・
９
２
６
６
）
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県
弁
護
士
会
と
公
益
財
団
法
人
長
野

県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民

事
暴
力
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
る
、
巡
回
無
料

相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
25
日
（
水
）
午
後
１
時

～
4
時

●
場
所　

松
本
市
役
所
本
庁
舎　

3
階

会
議
室

●
申
し
込
み　

セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
受

7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、「
マ
イ

マ
イ
ガ
」
と
呼
ば
れ
る
蛾
が
、
市
内
で

大
量
発
生
し
ま
し
た
。

●
マ
イ
マ
イ
ガ
と
は

日
中
は
壁
な
ど
に
張
り
付
き
、
夜
間

は
飛
び
回
る
白
色
や
黒
色
の
体
長
5
～

6
㌢
ほ
ど
の
蛾
で
す
。

通
常
は
山
林
内
に
生
息
し
ま
す
が
、

大
量
発
生
に
よ
り
夜
間
照
明
な
ど
に
集

ま
り
ま
す
。

●
マ
イ
マ
イ
ガ
に
よ
る
被
害

①
健
康
被
害　

り
ん
粉
が
皮
膚
に
付
く

と
発
疹
が
出
た
り
、
毛
虫
状
の
幼
虫

に
触
る
と
痛
み
や
か
ぶ
れ
を
起
こ
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
や
皮
膚
の
弱
い
人
、
特
に
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
環
境
被
害　

幼
虫
は
、
広
大
な
森
林

の
緑
を
食
い
つ
く
す
森
林
害
虫
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
事
前
に
お
申

し
込
み
が
な
い
場
合
も
相
談
で
き
ま

す
。

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買
な

ど
の
不
動
産
の
権
利
の
登
記
や
会
社
・

法
人
な
ど
の
設
立
・
変
更
・
解
散
な
ど

の
登
記
、
ま
た
裁
判
所
へ
の
提
言
書
類

の
作
成
な
ど
、
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

9
月
18
日
（
水
）
午
前
9
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
4
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館
小
会
議
室

●
駆
除
に
ご
協
力
を

成
虫
は
7
～
10
日
ほ
ど
で
寿
命
を
迎

え
ま
す
が
、
卵
は
越
冬
し
、
翌
年
5
月

こ
ろ
か
ら
幼
虫
に
ふ
化
し
ま
す
。

1
つ
の
卵
塊
に
は
、
２
０
０
～
４
０

０
粒
の
卵
が
入
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
ふ

化
す
れ
ば
、
来
年
は
今
年
以
上
の
大
量

発
生
に
な
り
ま
す
。
卵
塊
の
除
去
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
方
法

自
宅
の
外
壁
や
隙
間
、
照
明
の
近
く

に
あ
る
樹
木
な
ど
に
付
い
た
卵
塊
を
発

見
し
た
場
合
に
は
、
壁
な
ど
を
傷
付
け

な
い
よ
う
に
、
軟
ら
か
い
ヘ
ラ
の
よ
う

な
も
の
（
写
真
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使

用
）
で
卵
塊
を
そ
ぎ
落
と
し
、
燃
え
る

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

9
月
11
日
（
水
）
午
前

9
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

本
年
度
の
市
で
行
う
大
腸
検
診
の
日

程
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。
未
使
用

の
検
査
容
器
を
お
持
ち
の
人
は
、
回
収

し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
検
査
容

器
は
未
使
用
で
も
、
１
組
約
３
０
０
円

の
経
費
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
返
却
期
限　

9
月
30
日
（
月
）

ご
み
に
出
す
か
、
庭
な
ど
に
埋
め
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
と
き
、
り
ん
粉
や
体
毛
な
ど
を

吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
、
卵
塊
を
除
去

す
る
際
は
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
共
施
設
な
ど
で
、
大
量
の

卵
塊
を
見
か
け
た
場
合
に
は
、
お
手
数

で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
穂
生
活
環
境
課

（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

近
年
、外
来
生
物
「
マ
ル
バ
ル
コ
ウ
」

を
中
心
と
し
た
帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
が
市

内
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。

●
マ
ル
バ
ル
コ
ウ
と
は

大
豆
畑
や
そ
ば
畑
な
ど
に
侵
入
す
る

と
、つ
る
を
伸
ば
し
て
農
作
物
を
覆
い
、

全
面
に
ま
ん
延
し
作
物
を
枯
ら
せ
て
し

ま
い
ま
す
。

非
常
に
高
い
適
応
力
や
繁
殖
力
を
持

つ
た
め
、
一
株
の
花
か
ら
数
千
～
数
万

粒
の
種
を
作
り
、
来
年
以
降
に
は
、
さ

ら
に
繁
茂
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

●
駆
除
に
ご
協
力
を

こ
れ
以
上
被
害
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
も
、
家
庭
の
フ
ェ
ン
ス
や
庭
先
、
あ

ぜ
や
畑
な
ど
に
生
え
て
い
る
も
の
を
発

見
し
た
ら
、
種
が
で
き
る
前
に
抜
き
取

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
駆
除
方
法

①
種
子
を
付
け
る
前
や
成
長
前
な
ど
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
抜
き
取
る
。

②
１
年
に
数
回
抜
き
取
る
。

③
マ
ル
バ
ル
コ
ウ
が
現
れ
な
く
な
る
ま

で
数
年
続
け
る
。

安
曇
野
の
環
境
を
守
ろ
う

―
来
年
の
た
め
に
除
去
・
駆
除
に
ご
協
力
を
―

市
内
で
、「
マ
イ
マ
イ
ガ
」
と
呼
ば
れ
る
蛾
と
「
マ
ル
バ
ル
コ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
帰
化

ア
サ
ガ
オ
類
が
大
量
発
生
し
、
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

蛾
の
大
量
発
生
に
注
意
！

森
林
害
虫
「
マ
イ
マ
イ
ガ
」

帰
化
植
物
の
脅
威
！　

外
来
侵
入
植
物「
マ
ル
バ
ル
コ
ウ
」

マイマイガのメスと卵塊

マルバルコウの花（オレンジ色）
（独）中央農業総合研究センター
提供

問
三
農
政
課
生
産
振
興
係

（
77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

談

相

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

大
腸
検
診
検
査
容
器
の
返
却
を

問
健
健
康
推
進
課

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

弁
護
士
に
よ
る
民
事
介
入
暴
力

無
料
巡
回
相
談
所
の
開
設

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６
・
２
３
５
・
２
１
４
０
）

オータムジャンボ宝くじ
　市町村振興宝くじ「オータムジャン
ボ宝くじ」が全国の宝くじ売り場で販
売されます。この宝くじの収益金は、
市町村の明るいまちづくりや環境対策、
高齢化対策など地域住民の福祉向上の
ために使われます。サンキューオータ
ム賞 3 万 9 千円も 6 万 5 千本！（発売
総額 390 億円・13 ユニットの場合）
●販売期間　9 月 20 日（金）

～ 10 月 11 日（金）
●抽選日　10 月 18 日（金）
問安企画政策課企画担当

（471･2000 ㈹ 
671･5000）

康

健

●国民健康保険税	 （３期）
●後期高齢者医療保険料	 （６期）
●介護保険料	 （９月分）
●水道料金	 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は9月30日（月）＝

9月の納期 寄附寄贈のお礼（4/25 ～ 6/5）　　　【敬称略】

▷竹内雄一（兄弟代表）　ハガキ（特攻隊員上原良司か
ら親戚に宛てられたもの）　豊科郷土博物館へ　▷石原
弘貴　2 万円　ふるさと寄附　▷（社）日本禁煙友愛会
堀金支部長　深澤正人　ハンカチ 255 枚　堀金保育園へ
▷牟田謙二　2 万円　ふるさと寄附　▷大成測量設計株
式会社代表取締役　下里守　日本地図パズル 310 枚　穂
高地域小学校 3 校の 3 年生へ　▷黒野貞夫（清宇）黒
野清宇「月」2013 年製作　書（額装）　安曇野髙橋節郎
記念美術館へ

環
境
へ
の
影
響
が
小
さ

い
「
抜
き
取
り
」
を
推

進
し
て
い
ま
す

約2㌢

市が認定した特定開発事業
まちづくりの目標像および基本方針に反しな

い内容の開発事業として、以下の事業を認定し
ました。

申　請　者 株式会社サンワ　代表取締役
笠原 里香

認　定　日 平成 25 年 7 月 12 日

申 請 場 所 豊科南穂高 577 番 2　ほか 5 筆

申請の目的 建売住宅（5 戸）

申　請　者 有限会社ケルン 代表取締役
下條 英子

認　定　日 平成 25 年 7 月 12 日

申 請 場 所 豊科高家 5586 番 1　ほか 6 筆

申請の目的 建売住宅（4 戸）

問豊建築住宅課開発調整係　
（472・3111 ㈹ 672・3569）

5～6㌢
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明科七貴地籍　内川橋通行止のお知らせ

犀川・高瀬川・穂高川 三河川合流地点の内川橋架替え工
事のため、終日通行止めを行います。

現場の案内看板や指示に従って迂回してください。ご迷
惑をお掛けしますが、ご協力をお願いいたします。
●期間　10 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日
●場所　明科七貴下押野地先
問国土交通省北陸地方整備局千曲川河川事務所松本出張所
　（447･2199）

ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

有
事
の
際
に
同
シ
ス
テ
ム
が
異
常
な

く
起
動
し
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提

供
が
可
能
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め

の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
訓
練
は
、
全
国
的
に
放
送
が

流
れ
ま
す
。

●
試
験
実
施
日　

9
月
11
日
（
水
）

●
試
験
時
間

1
回
目　

午
前
11
時
ご
ろ

2
回
目　

午
前
11
時
30
分
ご
ろ

●
放
送
内
容　

同
報
系
防
災
行
政
無
線

（
屋
外
拡
声
子
局
・
戸
別
受
信
機
）
か

ら
、「
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
」
を

3
回
繰
り
返
し
、「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う

さ
い
安
曇
野
で
す
」「
下
り
チ
ャ
イ

ム
」
が
流
れ
ま
す
。

市
で
は
、
緊
急
地
震
速
報
や
弾
道
ミ

サ
イ
ル
情
報
な
ど
の
対
処
に
時
間
的
余

裕
の
な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、

人
工
衛
星
を
通
じ
て
緊
急
情
報
を
受
信

し
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
提
供
を
行
う
シ

合
は
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
下
水
採
取
届
出
書
は
、
各
総
合
支

所
地
域
支
援
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
期
限　

9
月
30
日
（
月
）
ま
で

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８

穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環
境
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

取
引
や
証
明
に
使
う
は
か
り
は
、
2

年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
、
市
で
の
検
査
日
程
は
終
了
し

ま
し
た
。
ま
だ
検
査
を
受
け
て
い
な
い

場
合
は
、
他
の
市
町
村
で
行
な
わ
れ
る

定
期
検
査
に
持
ち
込
む
か
、
計
量
士
協

会
（
40
・
５
２
３
０
）
で
受
検
（
代
検

査
）
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
環
境
情
報
発
信
サ
イ
ト

「
安
曇
野
エ
コ
プ
ラ
ン
・ｎ
ｅ
ｔ
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
刷
新

し
、
よ
り
見
や
す
く
、
扱
い
や
す
い
サ

イ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
の

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
詳
し
く
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
意
見
や
質
問
な
ど
、
気
軽
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

計
量
法
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
度
に

取
り
付
け
た
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替
え

作
業
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報

１
６
７
号
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
お
願
い　

メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

車
両
（
障
害
物
）
な
ど
が
あ
る
と
作

業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
作
業
期
間　

▽
9
月　

豊
科
地
域
▽

10
月　

穂
高
地
域
▽
11
月　

堀
金
地
域

※
明
科
・
三
郷
地
域
は
取
り
替
え
済
み

「
市
地
下
水
の
保
全
・
涵
養
及
び
適
正

利
用
に
関
す
る
条
例
」
が
、
こ
の
4
月

１
日
よ
り
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
り
、
市
内
に

井
戸
を
所
有
し
て
い
る
場
合
や
市
内
の

井
戸
を
借
り
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
井
戸
に
つ
い
て
届
け
出
が
必
要
で

す
。
ま
だ
届
け
出
が
お
済
み
で
な
い
場

職場のトラブルでお困りの
労働者・事業主の皆さんへ

労働相談会

労働者個人と事業主間のトラブルを解決する「あ
っせん」をご利用ください。労使双方が簡単な手続き
で利用できます。費用は無料で秘密は厳守されます。
●トラブルの例
・納得できない理由で突然解雇された。
・何の説明もなくパートの時給を下げられた。
・配転命令に、従業員が納得してくれない。
問長野県労働委員会事務局（4026･235･7468）

市では、左記のようなトラブルに関する労働相談
会を開催しています。無料で予約不要です。労働問
題全般について専門の相談員が公平中立な立場で相
談に応じ、アドバイスを行いますので気軽にお立ち
寄りください。
●日時　毎月第 2 水曜日　午後 6 時～ 8 時
●場所　市地域職業相談室
　　　　（安曇野赤十字病院西側）
問穂商工労政課（482・3131 ㈹ 682・6622）

災

防水
道
メ
ー
タ
を
取
り
替
え
ま
す

問
豊
上
水
道
課
管
理
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
１
７
６
）

既
に
井
戸
を
お
持
ち
の
場
合
は

9
月
30
日
ま
で
に
届
け
出
を

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

は
か
り
の
定
期
検
査
を
ま
だ
受

け
て
い
な
い
人
へ

問
穂
商
工
労
政
課

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

県
計
量
検
定
所（

47
・
４
０
０
６
）

市
環
境
情
報
発
信
サ
イ
ト

「
安
曇
野
エ
コ
プ
ラ
ン・ｎｅ
ｔ
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
基
本
計
画
推
進
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
全
国
一
斉
放

送
試
験
を
行
い
ま
す

問
堀
危
機
管
理
室

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

就
学
前
幼
児
の
保
育
に
関
す
る
指
針

を
調
査
審
議
い
た
だ
く
公
募
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
公
募
人
員　

2
人
以
内

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
平
日
に

開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
可
能
な

人
。た
だ
し
、次
に
掲
げ
る
人
は
除
き

ま
す
。
①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
②
常
勤
の
国
家
公
務

員
お
よ
び
地
方
公
務
員
③
本
市
の
付

属
機
関
等
の
委
員
に
3
つ
以
上
な
っ

て
い
る
人
④
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人

●
任
期　

委
嘱
日
か
ら
審
議
終
了
ま
で

●
報
酬　

別
に
定
め
る
額

●
応
募
方
法　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
小
論
文
（
８

０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
郵
送
・
持

参
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。小
論
文
の
テ
ー
マ
は

「
安
曇
野
市
が
目
指
す
子
育
て
」
で

す
。

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
書
類
選

考
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

●
募
集
期
限　

9
月
30
日
（
月
）
当
日

消
印
有
効

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
児
童
保

育
課
保
育
係

mjidouhoiku

＠city.azum
ino.nagano.jp

集

募

の

員

委保
育
に
関
す
る

審
議
会
委
員
の
募
集

問
健
児
童
保
育
課
保
育
係

（

81
・
０
７
２
８ 

81
・
０
７
０
３
）

し

ら

く

境

環

306

51 85

85 塔ノ原

犀川橋

内川橋

安曇橋

常盤橋

常盤町

下押野

押野

犀川

犀川

高瀬川

穂高川

犀川橋

内川橋

安曇橋

常盤橋

下押野

日　時 場　所
９月 24 日（火）
午前 10 時～正午

筑北村
本城総合支所

24 日（火）
午後１時 30 分～３時 筑北村役場

25 日（水）
午前 10 時～ 11 時 30 分

筑北村
坂井公民館

25 日（水）
午後１時～３時 麻績村役場

26 日（木）
午前 10 時～正午 山形村役場

26 日（木）
午後１時 30 分～３時

朝日村
中央公民館

●日程

屋外拡声子局

戸別受信機



62013. 9. 4　広報あづみの　お知らせ版7 広報あづみの　お知らせ版　2013. 9. 4

う
。

▽
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。「
い
つ
も
通

行
す
る
道
路
」
で
も
必
ず
安
全
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
70
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
高
齢

運
転
者
マ
ー
ク
を
表
示
し
て
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
夜
間
の
歩
行
は
、
必
ず
夜
光
反
射
材

を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

に
、
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
を
実
施

し
ま
す
。

●
期
間　

9
月
10
日（
火
）～
19
日（
木
）

●
内
容　

屋
外
広
告
物
表
示
禁
止
物
件

に
つ
い
て
の
一
斉
点
検
な
ど
、
広
告

物
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振

興
協
会
で
は
、「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
」

の
収
益
金
を
基
金
と
し
て
運
用
し
、
災

害
時
の
復
旧
費
用
や
公
共
事
業
等
の
資

金
の
貸
し
付
け
、
お
よ
び
コ
ミ
ュ
二
テ

ィ
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
の
財
政
運

営
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地
域
住
民
活
動

を
振
興
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
、
次
の
地
域
で

備
品
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

●
穂
高
地
域
古
厩
区

　

コ
ピ
ー
機
、
書
庫
、
テ
ー
ブ
ル
、
冷

蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

パ
ソ
コ
ン

●
堀
金
地
域
岩
原
区

発
電
機
、照
明
器
具
、ド
ラ
ム
コ
ー

ド
、テ
ン
ト
、大
型
炊
き
出
し
器
、ガ

ス
バ
ー
ナ
ー
、メ
ガ
ホ
ン
、救
急
箱
、

音
響
備
品
、Ａ
Ｖ
機
器
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
掃
除
機

9
月
21
日
（
土
）
か
ら
30
日
（
月
）

ま
で
の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
安

全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
基
本
】

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
子
ど
も
や
高

齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。

▽
横
断
歩
道
や
交
差
点
で
は
、
人
も
車

も
、
し
っ
か
り
安
全
確
認
し
ま
し
ょ

（
１
日
生
ま
れ
の
場
合
は
前
月
末
）
ま

で
で
す
。
誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
一
般

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※
退
職
被
保
険
者
が
65
歳
到
達
に
よ

り
、
月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
場

合
に
は
、
退
職
被
扶
養
者
は
65
歳
未

満
で
あ
っ
て
も
有
効
期
限
は
退
職
被

保
険
者
と
同
日
と
な
り
ま
す
。

そ
の
３　

前
年
度
分（
平
成
24
年
度
分
）

以
前
に
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
額

が
あ
る
場
合

有
効
期
限
が
平
成
26
年
3
月
31
日
と

な
り
、
6
カ
月
ご
と
の
更
新
に
な
り
ま

す
。

問
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

（
82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
内
市
民
福
祉

課
国
民
健
康
保
険
窓
口

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

10
月
か
ら
更
新
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
9
月
末
日

ま
で
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
に
変
更

や
間
違
い
な
ど
が
な
い
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
色
は
、
一
般
被
保
険
者
証

が
「
藤
色
」、退
職
被
保
険
者
証
が
「
黄

色
」
で
す
。
な
お
、
古
い
保
険
証
は
各

自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
の
有
効
期
限　

新
し
い
保
険

証
の
有
効
期
限
は
平
成
26
年
9
月
30

日
ま
で
で
す
が
、
次
の
場
合
は
有
効

期
限
が
異
な
り
ま
す
。

そ
の
１　
平
成
26
年
9
月
30
日
ま
で
に

75
歳
に
な
る
場
合　

有
効
期
限
は
満
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
新
し

い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
２　
退
職
被
保
険
者
お
よ
び
退
職

被
扶
養
者
の
人
で
、
平
成
26
年
9
月

１
日
ま
で
に
65
歳
に
な
る
場
合

有
効
期
限
は
65
歳
の
誕
生
月
の
月
末

全

安

通

交
市
ス
ロ
ー
ガ
ン　

「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
安
曇
野
」
を
目
指
し
て

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故　

高
め
よ
う
モ
ラ
ル　

守
ろ
う
ル
ー
ル

9
月
21
日
（
土
）
～
30
日
（
月
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

問
安
曇
野
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 
82
・
６
６
２
２
）

長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
の

助
成
で
備
品
を
整
備

問
穂
地
域
支
援
課
地
域
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

問
堀
地
域
支
援
課
地
域
担
当

（

72
・
３
１
０
６
㈹ 

72
・
４
９
０
０
）

9
月
10
日
（
火
）
～
19
日
（
木
）

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

問
豊
建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

街
頭
指
導

県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
、
９
月
21

日（
土
）と
30
日（
月
）で
す
。
市
内
で

も
期
間
中
、
主
要
な
交
差
点
な
ど
で

街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

市
・
県
な
ど
で
は
、
屋
外
広
告
物
の

適
正
な
表
示
と
良
好
な
景
観
育
成
に
関

す
る
住
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

観

景

成

助

じ

く

宝

岩原区で整備したコミュニティ備品 古厩区で整備したコミュニティ備品

１気付き

3つなぎ

4見守り

2傾聴
家族や仲間の変化に気付くこ

とが大切です。気付いたら、ま
ず声を掛けてみましょう。

心の不調は本人が自覚しづら
く、そのままさらに無理を重ね
てしまうことがあります。

当事者に、早めに専門家に相談するように促
しましょう。一人で悩んでいるだけでは解決し
ないことでも、専門家に相談することで具体的
な解決の糸口が見つかるかもしれません。

周囲の人は、温かく寄り添いな
がら、じっくりと見守りましょう。
　今までどおり自然な雰囲気で声
を掛けたり、体や心の負担が減る
ように配慮したりして、回復を支
えましょう。

本人の気持ちを尊重して、
耳を傾けましょう。

その際に、話題をそらした
り、訴えや気持ちを否定した
り、表面的な励ましをするこ
とは逆効果になるので、注意
が必要です。

一人で悩まず お電話ください
電話 026・227・1810

平日 8：30 ～ 17：15
長野県自殺予防情報センター

（長野県精神保健福祉センター内）
問健健康推進課保健予防担当（481・0726 681・0703）

９月 10日～ 16 日は
自殺予防週間

身近な人の悩みに気付いてください

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

10
月
か
ら 

更
新
し
ま
す
。

一般（藤色）

退職
（黄色）

高齢者の皆さんへ
歩行、横断時は、
常に、近づいてく
る 車 に 注 意 し ま
しょう。

子どもたちへ
交差点では、止
まって、しっか
り安全確認しま
しょう。
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地域の活性化や心地よく暮らせる安
曇野の環境づくりを目的とした「歩い
て楽しいまちづくりプロジェクト」で
はウオーキングを兼ねたワークショッ
プを開催します。

地域を歩いて「安曇野のいいとこ」を
発見しませんか。
日 9 月 29 日（日）9：00 ～正午
場豊科地域　重柳地区およびビレッジ

安曇野　研修室
※少雨決行・荒天時は室内学習会を予

定しています
対市内在住の人　費無料
定２人以上１組として 10 組（小学生

以下は保護者同伴）（先着順）
内散策、写真撮影、撮影した写真から

自分だけの「いいとこ」を発見する
持デジタルカメラ、飲み物
申 9 月 10 日（火）9：00 から電話でお

申し込みください。

臼井吉見文学館友の会では、臼井吉
見文学館と共催して秋の講演会を開催
します。

講演会では郷土の大先輩から学ぶこ
となどについて語っていただきます。
日９月８日（日）13：30 ～ 15：30
場堀金公民館　講堂
講中島博昭さん（地域史研究家）
内演題　「臼井吉見さんから学ぶこと」
費無料　申不要

気高く、宙に向かってそびえ立つ槍
ヶ岳、連なる穂高の峰々。本展では写
真家佐々木信一さんが山の神秘さと美
しさを表現した山岳写真から、槍ヶ岳
と穂高の写真約 30 点を展示します。
期 9 月 3 日（火）～ 12 月 26 日（木）
時 9：00 ～ 17：00
休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合

はその翌日）。10 月 22 日は展示入
れ替えのため、臨時休館。

場記念館地階展示室

日本を代表する奏者による演奏をお
楽しみください。
日 10 月 5 日（土）　
開場：17：30　　開演：18：00

場豊科公民館
内徳永二男（ヴァイオリン）・林絵里（ピ

アノ）によるデュオリサイタル
費 1,000 円（全席自由 / 先着 700 人）
申入場券販売場所▷各５地域の公民館

▷豊科交流学習センター「きぼう」
▷穂高交流学習センター「みらい」
▷学校教育課

9 月 20 日の「空の日」にちなんで、
「2013 スカイフェスティバル in 松本」
を開催します。

普段は入れない滑走路を周遊するバ
スの運行など、飛行機に関連したイベ
ントが盛りだくさんです。
日 9 月 29 日（日）10：00 ～ 15：00
場信州まつもと空港
内滑走路場周見学バス、県警・消防防

災ヘリ合同デモフライト、小型飛行
機展示、ちびっ子制服記念撮影など

費入場無料（一部イベント有料）

動物愛護フェスティバル 2013 イン
あづみ野を開催します。家族みんなで
楽しめるイベントです。誘い合わせて
お出掛けください。
日 9 月 23 日（月）10：00 ～ 15：30
場三郷文化公園特設会場
※雨天の場合は三郷文化公園体育館が

主会場
内犬のしつけ方・災害救助犬の実演、

動物ふれあい教室、乗馬体験など、
各種イベント盛りだくさん

費無料

田淵行男記念館企画展
佐々木信一写真展

問田淵行男記念館
472･9964 688･2010

2013スカイフェスティバル
in松本

問穂観光課
482･3131 ㈹ 682･6622
スカイフェスティバル in 松本実行委員会
事務局（県松本空港管理事務所）
4658･2517

第30回
ハーモニックコンサート

問明学校教育課
462･0133 662･5721

動物愛護フェスティバル
2013インあづみ野

問穂生活環境課
482･3131 ㈹ 682･6622
県動物愛護センター「ハローアニマル」
内実行委員会事務局
40267･24･5071

歩いて楽しいまちづくりプロジェクト
安曇野　田園・湧水いいとこ
発見ウオーク＆ワークショップ
問穂生活環境課環境基本計画推進係
482･3131 ㈹ 682･6622

臼井吉見文学館友の会
秋の講演会

問臼井吉見文学館　4672・6743

豊 教育委員会事務局（旧明科公民館内）教

このほど明科公民館の講堂棟や駐車
場などが整備され、昨年１月から始ま
った明科総合支所と明科公民館の複合
施設建設工事が完了しました。

そこで複合施設の完成を祝い、記念
イベントを開催します。市主催イベン
トのほか、地域有志の皆さんによるイ
ベントも企画されていますので、ご来
場ください。

完成セレモニー
日９月 14 日（土）11：00 ～正午
場明科公民館　講堂
内▷市長あいさつ▷来賓祝辞

▷明科中学校吹奏楽部演奏

記念イベント
日９月 14 日（土）正午～ 14：00 ごろ
場明科公民館　講堂
内▷お赤飯の振る舞い

▷明科高校吹奏楽部演奏
▷地元有志による歌や踊りなど

※変更になる場合もあります
●主催　地域有志「明科いいまちつく

ろうかい !!」

記念美術館の開館 10 周年を記念し、
美術館の敷地内を活用して、木彫・華道・
陶芸の作品を展示します。
期９月14 日（土）～ 23 日（月）
休館日　9 月17 日（火）
費無料
場▷美術館ギャラリー・南の蔵

髙橋貞夫さんの木彫（髙橋節郎に師事
し、工芸界で活躍）

▷水庭・主屋　安達瞳子さん（花芸安達
流二代目）と安達流長野県支部の皆
さんのいけばな

▷主屋　相澤正樹さんの陶芸
※相澤さんの展示は、15 日（日）～

後期古文書歴史講座
参加者の募集

後期古文書歴史講座（全４回）を開
催します。テーマは、「江戸時代の農民
の生活はどのようであったか」です。

古文書の読み書きを通して、江戸時
代の農民の生活や考え人を、学んでみ
ませんか。
日① 9 月 12 日　② 9 月 26 日

③ 10 月 10 日　④ 10 月 24 日
※いずれも木曜日

時 13：30 ～ 15：30
場記念館研修室
講中川治雄さん（歴史研究家）
費無料（テキストは館で用意）
持筆記用具
申事前の申し込みは不要です。開講時刻

前に来館してください。２回目以降か
らの参加もできます。

貞義民を訪ねて「会田騒動」
参加者の募集

1869（明治２）年、会田・麻績地域
で、凶作や偽金（チャラ金）を原因と
する騒動が起き、安曇野地域も巻き込
まれました。今回は、会田地区を中心
に現地で研修会を行います。
※短い距離ですが、急な山道を歩きます。
日 10 月３日（木）
場集合時刻８：50　※解散 16：00 予定
定 20 人（抽選）
場集合場所　記念館ロビー
見学地　松本市四賀地区　小岩井観音

堂・藤松長兵衛の墓・番所跡・本陣
跡など

講市川恵一さん（松本市四賀在住）
費 2,000 円（昼食代込み）
持飲み物・雨具・資料など
申 9 月 18 日（水）までに電話かファク

スで申し込んでください。抽選結果
は、20 日（金）までに全員に連絡しま
す。

市区長会と市では、より住みやすい
地域づくりを目指し「安曇野市地域を
考える研究集会」を開催します。

どなたでも参加できます。お住まい
の地域や隣近所のつながり、絆につい
て考えてみませんか。
日９月21日（土）13：00～16：00
場堀金総合体育館　サブアリーナ（メ

ーン会場）
費無料　申不要
内▷基調講演　演題「地域の課題を見

つめて。今、地域に求められているもの」
講福島明美さん（松本大学地域づく
り考房「ゆめ」専任講師）

▷分科会（パネルディスカッション）
■第１分科会「地域の支え合いを育む

～高齢化社会を迎えて～」
■第２分科会「区という組織は？～も

う一度振り返ろう、区のあり方を～」
■第３分科会「安全・安心の地域をつ

くる～防災のまちづくり～」

安曇野髙橋節郎記念美術館
安曇野に集う匠展

～木・花・土の芸術～
問安曇野髙橋節郎記念美術館
481・3030 682・0551

地域を考える研究集会
～地域の課題を見つめて。

今、地域に求められているもの～
問安まちづくり推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

明科総合支所・明科公民館
グランドオープンイベント

問明地域支援課地域担当
462・3001 662・4747

貞享義民記念館の催し
問貞享義民記念館　477・7550 677・7551

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合わせ

催し

安達瞳子さんの
作品例

佐々木信一撮影
「旭光に輝く槍ヶ
岳の登山者」

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・料金 申し込み・問い合わせ

運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会で
は、運転免許更新者を対
象に特定任意講習会を開
催します。優良運転者は
受講する必要はありませ
ん。この講習を受けると、
更新時の講習は免除され
ます。

日：９月19日（木）
19：00～21：00

（18：30 ～受付）
場：三郷公民館２階

講義室

対：９月 20 日から平成 26
年３月 19 日までの間に
運転免許を更新する人。
70 歳以上の人・更新時に
70 歳になる人は、受講で
きません。

費：1,500 円（お釣りのい
らないようにご協力くだ
さい）

申：安曇野交通安全協会
（472・2263）

※運転免許証・筆記用具
持参



102013. 9. 4　広報あづみの　お知らせ版11 広報あづみの　お知らせ版　2013. 9. 4

　あなたの世界を広げてみませんか。（信州大学・安曇野市連携）　市民大学講座
市民を対象とした生涯学習の場として、信州大学か

ら講師をお迎えして市民大学講座を開催します。
時 19：00 ～ 20：30　場豊科ふれあいホール
定各 60 人（先着順）費無料
申９月９日（月）から各回の開催日の１週間前までに、

電話、ファクスまたは電子メールで住所、氏名、連
絡先、希望する講座をお知らせください。

銅版画の楽しさに触れてみませんか。
銅版画は初めてという人でも気軽にご
参加いただける講座です。
日 10 月 13 日（日）13：30 ～ 16：30
場学習室１
講東

と う ぎ

儀光
みつのり

則さん（銅版画家）
費 500 円
定 10 人（先着順）
申 9 月 18 日（水）９：00 から電話か

窓口でお申し込みください。

市が加入している「大糸線利用促進
輸送強化期成同盟会」では、カレンダ
ー作成に使用する大糸線沿線市町村の
四季折々の風景写真を募集します。
内募集内容　８市町村（松本市・安曇

野市・松川村・池田町・大町市・白
馬村・小谷村・糸魚川市）で撮影し
た、大糸線カレンダー作成用写真（デ
ジタルカメラで撮影されたＪＰＥＧ
形式の写真に限る）

※１人４点まで
※採用者には完成したカレンダーと８

市町村の記念品をお送りします。
限９月 30 日（月）17：00
※当日消印有効
申詳しくは、大町市ホームページをご

覧ください。

ワークショップ
「テラコッタに触れよう」
気楽に粘土に触れ、小学生から大人

まで、だれでも創作体験ができる講座
を開催します。今回は『自然物の造形
表現』をテーマに貝殻、松ぼっくりなど、
好きなものを持ち寄り制作します。
日 9 月 15 日（日）13：00 ～ 16：00
場研成ホール研修室Ⅱ
費 500 円（粘土・焼成代含む）
定 20 人（先着順）
講二木福治さん
申電話か研成ホール窓口でお申し込み

ください。

「カリフォルニアの砂漠に日本の心を
観た～米国日系人強制収容所日本庭園
とゴードン平林～」をテーマに、作庭家・
庭園史研究者の小口基

も と み

實さんによる講
演会を行います。
日 9 月 22 日（日）14：00 ～ 16：00
場碌山公園研成ホール　費無料

穂高美術協会展
穂高在住の中信美術会会員 34 人に

よる油絵・水彩・版画などの作品を展
示します。
期 9 月 26 日（木）～ 10 月 1 日（火）

10：00 ～ 17：00（最終日は 16：00
まで）

費無料
問詳 し く は、 穂 高 美 術 協 会 事 務 局
（483・2754）にお問い合わせくだ
さい。

碌山公園研成ホールの催し
問碌山公園研成ホール
4682・0769

井口喜源治記念館講演会
問教文化課文化振興係
462・3090 662・3525
井口喜源治記念館　482・5570

豊科交流学習センター
ワークショップ「銅版画づくり」
問豊科交流学習センター「きぼう」
471・4033 673・1802

大糸線カレンダーに掲載する
写真を募集

問安企画政策課
471・2000 ㈹ 671・5000
大糸線利用促進輸送強化期成同盟会事務局
40261・85・0070 60261・21・3801

豊 教育委員会事務局（旧明科公民館内）教

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合わせ

催し

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

第45回 安曇野観光草競馬大会安曇野観光草競馬大会
安曇野の秋の風物詩として親しまれている安曇野観光草競馬大会を開催し

ます。草競馬は全国でも珍しく、県内で見られるのは、塩尻市、大町市、佐
久市、安曇野市の４市のみです。

当日は、県内外から約 50 頭の競走馬・ポニー・中間種・農耕馬・速歩馬
などが出走し、白熱したレースが展開されます。

また、物産の販売や小動物とのふれあい体験なども行いますので、お誘い
合わせの上、お出掛けください。

●日　時	 9 月 29 日（日）　雨天決行
 ９：30 ～　予選レース
 11：30 ～　開会式
 12：00 ～　アトラクション（ポニーの乗馬や馬車などの体験）
 13：00 ～　決勝レース

●場　所	 市営牧運動場
●問い合わせ　穂高総合支所内商工観光部観光課　482・3131 ㈹ 682・6622

申問教教育委員会社会教育課（462・4565 662・3525）mshakaikyouiku@city.azumino.nagano.jp

10/17㈭

10/30㈬9/19㈭

11/13㈬10/1㈫

第 1 講座　
フランス文学者が語る
葡
ワ イ ン

萄酒の魅力
講吉

よ し だ

田　正
まさあき

明さん
　（人文学部　教授）

第 3 講座　
インターネットが
つなぐ人と社会
講佐

さ と う

藤　広
ひろつね

英さん
　（人文学部　准教授）

第 4 講座　
花粉症と
食物アレルギー
講中

なかむら

村　宗
そういちろう

一郎さん
　（農学部　教授）

第 5 講座　
ＪＰＯＰの日本語
講澤

さ わ き

木　幹
もとえい

栄さん
　（人文学部　教授）

第 2 講座　
信州の自然と風土に
数学を見つける
講鈴

す ず き

木　治
じ ろ う

郎さん
　（全学教育機構　教授）

内「神の雫」に描かれる、葡萄酒の香りから広がる豊かな
イマジネーションの世界、果たしてそれは本当だろう
か？葡萄酒の魅力と可能性を文学的に語ります。

内インターネットが地域社会に与える影響を、心理学・社
会学的に考えます。ネット選挙についても取り上げます。

内国民病といわれる花粉症、急激に増えてきた食物アレル
ギー、これらの発症メカニズムと食生活との関係につい
て考えます。

内日本のポピュラー音楽「JPOP」は、ことばの面で大
きな変化をとげています。今回は、発音に焦点をあて
JPOP の日本語の特徴を考えます。

内数学好きの中学生・浜村渚が数学仕掛けの事件を解決し
ていく物語「浜村渚の計算ノート」の魅力を、信州にち
なんだ話題とともにお伝えします。

絵手紙教室
お好みの果物や野菜を描いた絵手紙

を作りましょう。
日 10 月 1 日（火）、11 月 14 日（木）
時 9：30 ～ 11：30
講中島さえ子さん
定 30 人（先着順）
持墨、硯、下敷、水入れ、ぞうきん、

絵の具を溶かす小皿
費友の会員 300 円、一般 500 円
場美術館多目的ホール
申９月 10 日（火）から電話でお申し

込みください。

かわいいポーチづくり
素朴でシックな柄の布を使ってかわ

いい形のポーチを作ります。
日 9 月 18 日（水）9：30 ～ 11：30
講平田米子さん
定 20 人（先着順）
持裁縫道具
費友の会員 600 円、一般 800 円（キ

ット代込み）
場美術館オリエンテーションルーム
申９月 10 日（火）から電話でお申し

込みください。

豊科近代美術館
友の会手仕事くらぶ講座

問豊科近代美術館
473・5638 673・6320

募集

日本人の死因で最も多いがんについ
ての講演会を開催します。正しい知識
を持ち、明日からの健康づくりに生か
しましょう。
日９月 21 日（土）15：00 ～ 16：30
場明科公民館　講堂
講降

ふりはた

幡睦
む つ お

夫さん（市明科出身、高知大
学医学部病理学講座教授）

内演題「がんの生い立ち。どこに、いつ、
どうしてできるの？」

申不要　費無料

明科公民館
がんについての講演会

問明明科公民館
462・4605 662・5894

貝殻、松ぼっくりなどを使って創作

日本庭園イメージ
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平
成
26
年
度
の
市
内
保
育
園
と
幼

稚
園
の
入
園
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
入
園
を
希
望
す
る
児
童
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◎
市
内
の
保
育
園

市
で
は
、
平
成
26
年
度
の
市
内
保
育
園

（
公
立
18
園
、私
立
１
園
）の
入
園
説
明
会

と
自
由
見
学
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

●
入
園
対
象
の
児
童　

保
護
者
が
働
い
て

い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
児
童
。
家
庭
で
保
育
で
き

る
児
童
は
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

入
園
説
明
会

入
園
に
関
す
る
説
明
の
ほ
か
、
保
育
園

ガ
イ
ド
、
入
所
申
込
書
等
そ
の
他
必
要
書

類
を
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

説
明
会
は
各
会
場
同
様
の
内
容
で
す
。

都
合
の
付
く
日
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
保
護
者
へ
の
説
明
会
で
す
。
託

児
を
設
け
ま
す
が
、
家
庭
で
の
保
育
が
可

能
な
場
合
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
継
続
し
て
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、

出
席
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

【
入
園
手
続
き
】

11
月
上
旬
か
ら
入
所
申
し
込
み
を
始
め

ま
す
。
詳
し
く
は
入
園
説
明
会
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
昨
年
度
ま
で
と
は
会
場
が
異
な
り
ま
す

（
保
育
園
ガ
イ
ド
記
載
）。

保
育
園
自
由
見
学
会

全
園
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。
入
園
を

希
望
す
る
園
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
31
日
（
木
）・
11
月
１
日

（
金
）
午
前
9
時
30
分
～
11
時

問
健
児
童
保
育
課
保
育
係

　
（
81･

０
７
２
８ 

81･

０
７
０
３
）

◎
穂
高
幼
稚
園

穂
高
幼
稚
園
で
は
、
平
成
26
年
度
の
入

園
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
21
日
（
月
）
午
前
10
時
～

（
受
付　

午
前
9
時
30
分
～
）

●
場
所　

穂
高
幼
稚
園

●
持
ち
物　

上
履
き
・
筆
記
用
具

●
入
園
対
象
児
お
よ
び
予
定
人
数

▽
3
歳
児
（
平
成
22
年
4
月
2
日
～

平
成
23
年
4
月
１
日
生
）
35
人
程
度

▽
4
歳
児
（
平
成
21
年
4
月
2
日
～

平
成
22
年
4
月
1
日
生
）
14
人
程
度

▽
5
歳
児
（
平
成
20
年
4
月
2
日
～

平
成
21
年
4
月
１
日
生
）
5
人
程
度

※
希
望
者
多
数
に
よ
り
予
定
人
数
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
穂
高
幼
稚
園

　
（
82･

２
０
５
３ 
82･

２
０
４
１
）

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

保
育
園
と
幼
稚
園
の
入
園
説
明
会

●入園説明会の日程

開催日 会場

10 月 15 日（火）豊科ふれあいホール

18 日（金）堀金保育園

21 日（月）穂高健康支援センター

22 日（火）明科複合施設

23 日（水）三郷公民館

※時間はいずれも午前９時 30 分～ 11 時
　（受付は午前９時～）


